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№ 40

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30　２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱

……それでこそロータリー

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45　７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．米山奨学生紹介……ネ・イー 様

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 （６/28）……夕食例会（親睦活動委員会）

17：30 ～刈谷商工会議所２階ホール

	 （７/５）……クラブ協議会

	 	 新理事挨拶

２．クラブ協議会………〈司会：幹事〉

　13：00	 １．開会の言葉……会　長

	 ２．現理事挨拶……各理事

	 ３．閉会の言葉……会　長

	 14．点　鐘 ……〈会　長〉

	 15．閉会宣言

　13：30	 16．散　会

ゲ ス ト

米山奨学生　　ネ・イー 様

出 席

会員総数　94名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　86名

欠席　11名　　出席率 87.21％

前々回（６／７）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）６月17日、京和 CCで開催された６月度例会（取

り切り）では、ダブルぺリアの部では堀正剛会員、

ハンディキャップの部では加藤恒治会員が優勝され

ました。

委 員 会 報 告

ロータリー情報委員会

１）本日、18：30より「千早苑」にて、新入会員

IDMを開催致します。出席予定の新入会員の皆さ

ん、役員の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

クラブ会報委員会

１）本日、メールボックスに「役に立つ会員手帳」を

入れさせていただきました。どうぞご活用下さい。

会 長 あ い さ つ

小さな物語
岡本　　巧

　インドのある水汲み人足は二つの

壺を持っていました。

　天秤棒の端にそれぞれの壺を下げ、

首の後ろで天秤棒を左右にかけて、

彼は水を運びます。

　その壺の一つにひびが入っています。
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　もう一つの完璧な壺が、小川からご主人様の家まで一

滴の水もこぼさないのにひび割れ壺は人足が水をいっぱ

い入れてくれても、ご主人様の家に着く頃は半分になっ

ているのです。

　完璧な壺は、いつも自分を誇りに思っていました。何

故なら、彼が作られたその本来の目的を、彼は常に達成

する事が出来たからです。

　そして、ひび割れ壺はいつも自分を恥じていました。

何故なら、彼は半分しか達成する事が出来なかったから

です。

　二年が過ぎ、すっかり惨めになっていたひび割れ壺は、

ある日、川のほとりで水汲み人足に話しかけました。「私

は自分が恥ずかしい。そして、あなたにすまないと思っ

ている。」

　「何故そんな風に思うの？」水汲み人足は言いました。

「何を恥じているの？」「この二年間、私はこのひびの

せいで、あなたのご主人様の家まで水を半分しか運べな

かった。水が漏れてしまうから、あなたがどんなに努力

をしても、その努力が報われることがない。私はそれが

辛いんだ。」壺は言いました。

　水汲み人足は、ひび割れ壺を気の毒に思い、そして言

いました。

　「これからご主人様の家に帰る途中、道端に咲いてい

るきれいな花を見てごらん。」

　天秤棒にぶら下げられて丘を登っていく時、ひび割れ

壺はお日様に照らされ美しく咲き誇る道端の花に気付き

ました。花は本当に美しく、壺はちょっと元気になった

気がしましたが、ご主人様の家につく頃には、また水を

半分漏らしてしまった自分を恥じて、水汲み人足に謝り

ました。

　すると彼は言ったのです。「道端の花に気付いたかい？

花が君の側にしか咲いていないのに気付いたかい。僕は

君から零れ落ちる水に気付いて、君が通る側に花の種

をまいたんだ。そして君は毎日、僕たちが小川から帰る

時に水をまいてくれた。この二年間、僕はご主人様の食

卓に花を欠かした事がない。君があるがままの君じゃな

かったら、ご主人様はこの美しさで家を飾ることは出来

なかったんだよ。」

米山奨学生あいさつ

刈谷RC６月度ゴルフ例会（会長杯取切戦）

平成22年６月17日㈭

於：京和C.C.

	 成　績	 氏　名	 Ｇ	 Ｈ	 Ｎ

	 優　勝	 加藤　恒治	 79	 6	 73

	 ２　位	 横山　宜幸	 79	 6	 73

	 ３　位	 神谷　光義	 87	 12	 75

	 Ｂ　Ｂ	 前田　孝司	 101	 9	 92

ク ラ ブ 協 議 会

現理事あいさつ

ネ・イー 様

杉浦　世志朗

職業奉仕委員長

鈴木　　豊

社会奉仕委員長

加藤　真治

国際奉仕委員長

井元　良彦

環境保全委員長

神谷　光義

会場監督

吉原　孝彦

会計

神野　公秀

幹事

太田　宗一郎

会長エレクト

　１年間、ご協力ありがうございました。無事終了しま

した。


